
歳入
171億円

　平成29年度の市の予算がまとまりました。一般会計歳
入歳出予算額は、前年度より4.7％減の171億円。この財
源がまちづくりに生かされます。予算書の中から、概要と
本年度取り組む主な事業をお知らせします。

照会　財政課　
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７つの政策を組み込み
　　　平成29年度スタート！

分・負担金
１億3,404万円
0.8％使用料・手数料

２億2,435万円
1.3％

繰入金
26億5,715万円
15.5％

譲与・交付金など
10億2,270万円
6.0％

地方交付税
5億5,000万円
3.2％

国庫支出金
27億5,865万円
16.1％

県支出金
８億2,772万円
4.8％

依存財源
56億3,227万円
32.9％

その他
９億5,903万円
5.6％

市税
74億9,316万円
43.8％

市債
４億7,320万円
2.8％

◎一般会計歳入 予算概要

（★は新規事業）
市民１人当たりの
　　　　　予算はどのくらい？

51万 4,642円
（平成 29年３月末日の人口 33,227人で計算）

市民 1人当たりの予算

　歳出のうち目的別歳出では、土木費
が事業費の増加などで前年度より２億
5,325万円増の26億4,385万円。ま
た消防費が消防庁舎の完成により12
億6,239万円減の10億229万円とな
りました。
　歳入のうち市税は固定資産税の減収
などを見込み、前年度より9,785万円
の減額となる74億9,316万円。繰入
金は４億4,906万円減額となる26億
5,715万円。市債は前年度より4,300
万円増額となる４億7,320万円となり
ました。税収減が見込まれますが、基
金からの繰入金や市債の借り入れによ
り必要な財源を確保しました。

自主財源
114億6,773万円
67.1％

★下岬地区津波避難施設斜路整備事業　4,500万円
　下岬地区へ津波時避難路として、高台への斜路を整備
★感震ブレーカー、防災用品、家具転倒防止器具補
助事業　1,550万円
　上記用品の購入を促進するため、設置費および購
入費を助成
★災害支援拠点施設整備事業　1,000万円
　旧消防庁舎を災害支援物資拠点として整備するた
めの設計費用
★消防出張所整備事業　900万円
　教育会館を消防出張所として整備するための実施
設計費用

災害に強いまちづくり
★企業立地ニーズ調査事業　500万円
★農業版ハローワーク事業　20万円
　農業版ハローワークの広報に要する費用
▶企業立地奨励事業、設備投資促進事業
　2,998万円
　事業所の設置や設備投資に要する費用の
　一部を助成
▶特産品ＰＲ事業　698万円
　市内特産品のＰＲを首都圏などの飲食店に
て実施

産業振興発展と働く場所の確保

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

★子育て応援手当の支給　１億800万円
　未就学児のいる世帯へ子育て応援手当を支給
★子ども医療費完全無料化　840万円
　高校生相当年齢までの子どもの医療費を10月診療
分から完全無料化
★結婚新生活支援事業費補助事業　250万円
　新規に婚姻した世帯に対して、婚姻に伴う費用の一
部を助成
★浜岡保育園用地購入　２億1,000万円
　浜岡保育園の建設予定地の土地購入費用
▶定住促進住宅取得補助金・定住促進奨励　6,066万円
　市内に新たに住宅を取得した人へ補助金を交付

人口減少及び少子化対策と子育て支援
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